
芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場
、
町
民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月

●�

中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

図
書
館

▽�
期
間　
12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月

●�

芦
屋
釜
の
里
、
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

期
間　
12
月
27
日
月
～
１
月
３
日
月

●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

▽�

期
間　
12
月
28
日
火
～
１
月
３
日
月

救
急
医
療
は
こ
ち
ら
へ

●
受
診
の
と
き
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
、
医

療
証
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
・
子
ど
も
・

重
度
障
害
者
）、ま
た
は
診
療
依
頼
書（
生

活
保
護
世
帯
）

●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　
12
月
31
日
金
～
１
月
３
日
月
・

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

※�

た
だ
し
、
１
月
１
日
土
は
正
午
～
午

後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン

タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
・
お
ん
が

病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

※�

乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医
師

が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　
12
月
29
日
水
＝
藤
江
歯

科
医
院
（
遠
賀
町
田
園
☎
２
９
３
‐

１
３
４
１
）、
30
日
木
＝
日
高
歯
科
医

院
（
中
間
市
大
字
垣
生
☎
２
４
５
‐

３
９
１
５
）、
31
日
金
＝
高
島
歯
科
医

院
（
芦
屋
町
高
浜
町
☎
２
２
３
‐
１

５
１
５
）、
１
月
１
日
土
＝
藤
井
歯
科

医
院
（
中
間
市
鍋
山
町
☎
２
４
４
‐

７
１
５
５
）、
２
日
日
＝
く
ま
が
い
歯

科
医
院
（
岡
垣
町
桜
台
☎
２
８
３
‐

２
１
１
２
）、
３
日
月
＝
宮
口
歯
科
医

院
（
中
間
市
通
谷
☎
２
４
３
‐
５
０

５
５
）

※�

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切
な
助
言

を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
曜
日
～
土
曜
日
＝
午

後
６
時
～
午
後
10
時
、
日
曜
日
・
祝

日
＝
午
後
５
時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
２
８
２
‐
９
９
１
９

　
（
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！

　
＃
７
１
１
９

　

看
護
師
が
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
ア

ド
バ
イ
ス
や
最
寄
り
の
医
療
機
関
の
案
内
を

行
い
ま
す
。
福
岡
県
救
急
医
療
電
話
相
談
・

医
療
機
関
案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�

電
話
番
号　

＃
７
１
１
９
ま
た
は
、

〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０
９
９
（
福

岡
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

※�

重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

子
ど
も
が
急
な
病
気

や
ケ
ガ
で
心
配
な
と
き
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
平
日
＝
午
後
７
時
～
翌
朝
７

時
、
土
曜
日
＝
正
午
～
翌
朝
７
時
、

日
曜
日
＝
午
前
７
時
～
翌
朝
７
時

▽�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た
は
、

６
６
２
‐
６
７
０
０
（
福
岡
県
小
児

救
急
医
療
電
話
相
談
）

◦�

Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
該
当

す
る
症
状
を
画
面

上
で
選
択
し
て
い

く
と
、
緊
急
度
に
応

じ
た
適
切
な
対
応

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
お
く
と

安
心
で
す
。

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始

ホームページ アプリの
ダウンロード
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�　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
更
に
詳
し
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　
12
月
30
日
木
～
１
月

３
日
月
は
休
み
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　
12

月
29
日
水
・
午
後
４
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※�

12
月
30
日
木
～
１
月
３
日
月
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　
12
月
29

日
水
～
１
月
３
日
月
は
休
み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　
12
月
29
日
水
～
１
月

３
日
月
は
休
み
ま
す
。
臨
時
収
集
を

希
望
す
る
人
は
、
12
月
20
日
月
ま
で

に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
‐
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
‐
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

※�

年
始
の
ご
み
収
集
は
、
広
報
あ
し
や

１
月
号
に
折
り
込
ま
れ
る
「
１
月
の

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

▽�

期
間　

�

12
月
30
日
木
～
１
月
３
日
月

●�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行

●�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
休
日
ダ
イ
ヤ

で
運
行

●�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
運
休

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
営
バ
ス
＝

北
九
州
市
交
通
局
向
田
営
業
所
（
☎

６
９
１
‐
０
１
３
１
）、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
、
芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

消
防
団
の
歳
末
警
戒

　
空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
こ
の
時
期
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
年

末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
の
火
事
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
今
年
も
消
防
団
が
夜

間
に
町
内
を
巡
視
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
27
日
月
～
29
日
水
・
午

後
７
時
～
９
時

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

水
道
管
の
凍
結
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
や

水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
し
た
り
破
裂
し

た
り
し
ま
す
。
露
出
し
た
水
道
管
に
保

温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー

の
周
り
に
砂
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

詰
め
た
り
し
て
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
修
理
な
ど
（
有
料
）
は
、

北
九
州
市
上
下
水
道
局
指
定
の
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽���

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道

局
西
部
工
事
事
務
所
（
☎
６
４
４
‐

７
８
２
０
）

19
歳
～
39
歳
の
皆
さ
ん

芦
屋
町
の
若
者
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
も
若
い
う
ち
か

ら
毎
年
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日
木

ま
で

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院
・
柿
木
医

院
・
須
子
医
院
・
聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽�
対
象　
19
～
39
歳
の
職
場
な
ど
で
健

診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

▽�

健
診
料　
５
０
０
円

▽�

健
診
内
容　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、

身
体
測
定
、
診
察

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
受
診
券
・
健
康

保
険
証
・
５
０
０
円

※�

受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
医
療
機
関
へ
直
接
、
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
高
血
圧
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
高
血
圧
は
脳
梗
塞

や
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
と
は
、
ど
ん

な
病
気
な
の
か
、
予

防
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
学
び
ま
し

ょ
う
。

▽�

と
き　
12
月
21
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
高
血
圧
の
お
話
、
減
塩
食
の

試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

12
月
14
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

健
康
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健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
が
１
年
間
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
た
世
帯
を
、
健
康
優
良
家
庭

と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
該
当
世
帯
の
世
帯
主

に
対
し
て
、
12
月
上
旬
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

医
療
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ
月

に
１
回
（
奇
数
月
の
月
末
）、
世
帯
主
へ

医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
（
医

療
費
控
除
）
の
際
、
添
付
す
る
こ
と
で

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
明
細
欄
の

記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
３
年
12
月
診
療
分
は

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
を
基
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
以
降
の

医
療
費
通
知
発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

３
年
10
月
～
11
月

４
年
１
月
末

３
年
12
月
～
４
年
１
月
４
年
３
月
末

４
年
２
月
～
３
月

４
年
５
月
末

�

▽��

問
い
合
わ
せ

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
２
）、

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝
課
税
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　
大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
子
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
づ
く
り
を
学
べ
ま
す
。
調

理
中
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。
調
理
後
は

子
ど
も
も
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
12
月
７
日
火
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽
定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

健
康
・
子
育
て

園児を募集します
　令和４年４月からの保育所（園）・認定こども
園（保育利用）の新規申し込みを受け付けます。

▽ �受付期間
　一次申し込み＝ 12月３日金～１月７日金　
　二次申し込み＝１月 11日火～２月 28日月
※一次申し込みをした人が優先です。
※２月・３月に入所を希望する場合の申し込み
期限は１月７日金です。

▽ �入所対象　３カ月児から

▽入所要件　①同居の家族が仕事などで保育が
できない家庭　②出産や病気、介護、看護な
どで保育ができない家庭など

▽提出書類
①�施設型給付費・地域型給付費等教育・保育給
付認定申請書
※�世帯全員のマイナンバーの記載が必要です。
②�保育利用申込書
※�０歳児は母子健康手帳の写しが必要です。

③�マイナンバー確認書類と身元確認書類（保護
者１人分）
④�保育を必要とする証明書類（所属する会社の
雇用証明書など）
⑤�令和３年１月１日に芦屋町に住んでいない
場合は、その時点の居住地での所得課税証
明書
※�提出書類の様式は健康こども課窓口で配布し
ています。また、町のホームページからダウ
ンロードできます。
※�事前に入所を希望する施設の見学を済ませた
うえで、申し込んでください。施設見学は各
施設に直接申し込んでください。
※�町外の保育所、認定こども園（保育利用）を
希望する場合も、芦屋町役場で手続きをして
ください。

▽ �申し込み・問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）

広報あしや　2021.12 ⑯



角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�
申
し
込
み　

12
月
１
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

　
楽
し
く
子
育
て
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
12
月
12
日
日
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
０
時

30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階
（
和
室
）

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
８
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

12 月の日曜開館日　５日、19日

♥すくすく広場「栄養の話」

▽�とき　12月２日木・午前 10時～ 11時

♥にこにこ絵本

▽�とき　12月６日月・午前 11時～ 11時 30分

♥クリスマス会（10組限定・事前申し込み）

▽�とき　12月８日水・午前 10時～ 11時

▽ �申し込み　12月１日水から
※�イベントのため、午前中の入
館は予約者のみ

♥絵本タイム

▽�とき　12 月 17 日金・午前
11時～ 11時 30分

♥育児相談　
【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

▽ �とき　12 月１日水・午前 10時～正午
※予約は町内に住んでいる人のみです。

【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　今月のたんぽぽ相談はありませんが、気になる
ことがあればいつでも電話してください。
　次回は１月 11日火です。
【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

▽ �とき　12月 14 日火・午前 10 時 30 分～ 11 時
30分
※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　12月 15日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用
意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、園開
放を中止している園もあります。
※�日程は天候などで変更になる場合があります。また、
事前に電話予約が必要なものもあります。申し込みや
問い合わせは、直接、園へお願いします。

◦認定こども園 芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
とき

（時間＝10：00～11：30） 内　容

　１月 13日木 体育遊び「プロ講師」全身を使って
遊ぼう（親子 15組）

　２月 21日月 在園児と遊ぼう（親子 15組）年少
組さんと一緒に楽しく過ごそう

　３月 16日水 絵画造形プロ講師「いろいろな素材を
使って楽しもう」（親子 15組）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
とき

（時間＝10：00～11：30） 内　容

　１月 27日木 制作遊び
　２月 17日木 ボールで遊ぼう
　３月３日木 在園児さんと遊ぼう

幼稚園・保育所・認定こども園

      園開放日１月  ～３月

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。広報あしや　2021.12⑰



人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

12
月
９
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

12
月
23
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
戸
籍
、
金
銭
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
人
権
問
題
な
ど
の

相
談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
16
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�
事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
12
月
21
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　
12
月
１
日
水
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

一
つ
の
相
談
に
対
し
１
回
ま
で
。
ま

た
、
複
数
人
で
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

生
活
困
窮
者
無
料
相
談
会

　

生
活
保
護
受
給
や
借
金
問
題
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
生
活
困

窮
や
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
雇
用
問
題

の
相
談
に
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
11
日
土
・
午
前
10
時
～
午

後
４
時

▽�

相
談
方
法　
電
話
相
談

▽�

相
談
電
話
番
号　
０
９
２
‐
７
２
２

‐
４
１
３
１

▽�

主
催
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
司
法

書
士
会
事
務
局
（
☎
０
９
２
‐
７
２

２
‐
４
１
３
１
）

相
談

・
福
祉

冷蔵庫の中に安心を

♥救急医療情報キットを
　備えましょう
　救急医療情報キットは、家族の緊急連絡先や、自
分のかかりつけ医療機関などの情報（救急連絡カー
ド）を専用の容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管して
おき、急病など緊急時に、救急隊員やかけつけた人
に必要な情報が伝わるようにするものです。

▽ �対象　65歳以上の一人暮らしの人、65歳以上
の高齢者夫婦世帯、障がい者で一人暮らしの人

▽ �救急医療情報キットの内容　
　1救急情報記入用紙（救急連絡カード）

　�2�マグネットシール１枚
　　 （冷蔵庫の扉に貼用）、
　　  シール１枚
　　 （玄関の内側に貼用）

▽配布場所　役場福祉課窓口　

▽費用　無料
♥�「救急医療情報キット」を利用している皆さん、
救急キットの容器に入れている情報は、最新の
ものですか？
　救急連絡カードの記載内容に変更があった場
合、かけつけた人に正しく情報が伝わるように、
必ず書きかえて保管してください。

▽ �申し込み　
　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

3保管容器

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ⑱



高齢者虐待をなくそう
◦無意識に行っていることが虐待にあたることがあります
　�　新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う外出自粛などで、家族が顔を合わせて過ごすこ
とが増えて、生活のストレスや不安から家庭内の問題が深刻化することが懸念されています。
　�　高齢者を虐待している養護者（世話をする人）は、自分が虐待をしている自覚がないこと
も多く、養護者が「高齢者のために」と思って行っていることが虐待につながっていること
もあります。

◦早めに相談してください
　�　介護のことを誰にも相談できずに自分や家族だけで悩んでいませんか。
　�　ささいなことでも相談することで、高齢者に医療や介護サービスなどの適切な対
応を行うことができ、養護者の介護負担も軽くなって、虐待の深刻化を防ぐことに
つながります。介護は長期にわたるため、家族だけでは限界があります。無理をせず、
さまざまなサービスや制度を利用して介護の負担を減らすようにしましょう。
　�　また、「虐待かもしれない」と思った場合も相談してください。秘密は守られま
すので安心してください。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、まずは電話で相談
してください。

▼ �問い合わせ　�芦屋町地域包括支援センター（役場福祉課内）
（☎２２３‐３５８１）

◦高齢者虐待の例

広報あしや　2021.12⑲

■■� 介護・世話の放棄、放任
◦�本人が「食べたい」「飲みた
い」と言わないので食事や
水分補給をしない
◦�入浴させておらず異臭がし
たり、髪が伸び放題だったり、
皮膚が汚れたりしている

■■� 経済的虐待
◦�年金手帳や預金通帳など
を管理して、本人に無断
で使う
◦�日常生活に必要な金銭を
渡さない、使わせない

�■■� 心理的虐待
◦��怒鳴ったり、無視したり、
侮辱を込めて子どものよ
うに扱う

�■■� 性的虐待
◦��排泄の失敗に対
して懲罰的に下
半身を裸にして
放置する

�■■� 身体的虐待
◦��叩いたり、蹴ったりする。
意図的に薬を過剰に飲ま
せる
◦�認知症で徘

はいかい
徊するため、

部屋に閉じ込める



会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

●�

特
別
支
援
学
級
介
助
員

▽�

任
期　
１
月
11
日
火

～
３
月
31
日
木

※�

勤
務
成
績
が
良
好

で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
に
、
再
度
任
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、

２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
特
別
支
援
学
級
の
教
員

の
補
助

▽�

勤
務
地　
山
鹿
小
学
校

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～
午
後

３
時
の
間
で
学
校
長
が
指
示
す
る
時
間

▽�

勤
務
形
態　
原
則
、
平
日
勤
務
。
１

日
５
時
間
（
週
25
時
間
）

※�

学
校
行
事
な
ど
で
土
日
出
勤
の
場
合

あ
り
（
冬
・
春
休
み
は
休
み
）。
原
則

休
憩
な
し
。
た
だ
し
、
勤
務
を
延
長

す
る
場
合
は
法
定
の
休
憩
時
間
。

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽
保
険　
雇
用
保
険

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月
10

日
金
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）
へ
提
出
（
郵
送
可
。

た
だ
し
、
12
月
10
日
金
必
着
）

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守
秘
義

務
、職
務
専
念
義
務
、懲
戒
処
分
な
ど
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
基
地
諸
施
策
の
改

善
と
向
上
の
た
め
、

基
地
の
行
事
や
研
修

に
参
加
し
、
航
空
自

衛
隊
や
芦
屋
基
地
に

対
す
る
意
見
を
提
出

す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽�
対
象　
20
歳
以
上
の
人
（
国
会
議
員
、

常
勤
公
務
員
は
除
く
）
で
、
防
衛
問

題
と
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、
公
正

で
建
設
的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
人
。
ま
た
、
平
日
を
含
む
行

事
や
研
修
（
年
間
10
回
程
度
）
に
参

加
で
き
る
人

▽�
期
間　
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年

３
月
の
１
年
間

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
理
由
を
記
入
の
う
え
、
１
月
21
日

金（
必
着
）ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
宛
先
】
〒
８
０
７
‐
０
１
３
３　

芦

屋
町
芦
屋
１
４
５
５
‐
１　
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地 

基
地
渉
外
室
「
令
和
４
年
度

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
」
係

※�

発
表
は
、
返
信
用
は
が
き
の
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
十
分
注
意

し
管
理
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

令
和
４
年
度
芦
屋
町
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集

　

芦
屋
町
で
起
業
を
希
望
す
る
人
が
、

起
業
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
事
前
に

学
べ
る
場
と
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

ア
ク
ア
シ
ア
ン
横
に
あ
る
店
舗
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�
募
集
業
種　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
の

飲
食
店

▽�
対
象　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
と

お
し
て
芦
屋
町
で
起
業
を
考
え
る
20

歳
以
上
の
人
（
現
時
点
で
法
人
や
店

舗
な
ど
の
営
業
を
既
に
行
っ
て
い
る

人
は
対
象
外
）

▽�

出
店
期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

※�

た
だ
し
、
令
和
6
年
3
月
31
日
を
限

度
と
し
て
、
1
年
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽�

応
募
方
法　
出
店
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
書
類
（
出
店
申
込
書
、
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
、
各
種
照
会
に
関
す
る
同
意

書
、
芦
屋
町
商
工
会
会
員
と
な
る
こ
と

の
誓
約
書
、
住
民
票
）
を
産
業
観
光
課

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

選
考　
選
考
後
、
面
談
選
考
（
1
月
下

旬
）
を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。

▽�

応
募
期
間　
11
月
22
日
月
～
12
月
20

日
月

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

令
和
３
年
度
第
４
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
12
月
２
日
木

～
12
月
17
日
金

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
12
月
９
日
木
～
12
月
17

日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
０

９
２
‐
７
８
１
‐
８
０
２
９
）

募
集

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ⑳



年末の交通安全運動年末の交通安全運動1212月月1111日日土土～31～31日日金金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）

　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、12月11日土から31日金まで県下
一斉に交通安全運動が行われます。
　一人ひとりが交通ルールや交通マナー
を守ることの大切さを理解し、自分の命
は自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転撲滅、子どもと高齢者の交通事故防止、
自転車の安全利用の推進

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さな
い。そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。

みんなの

 ね・ん・き・ん
社会保険料控除証明書が
届きます
（年末調整、確定申告用）
　日本年金機構から、国民年金保険料
を納付した人に「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が送付されます。
手元に届いたら、大事に保管し、年末調
整や確定申告の際に使用してください。
令和３年中に納付したものであれば、過
去の年度分や追納した保険料もすべて
社会保険料控除の対象となります。

① �11 月上旬に送られてきた人
　令和３年１月１日～９月 30日の間に
保険料を納付した人
②令和４年２月上旬に送られてくる人
　令和３年 10 月１日～ 12 月 31 日の
間に今年初めて保険料を納付した人
※�なお、自分の保険料だけでなく、配
偶者や子どもなどが負担すべき保険
料を支払っている場合、その保険料
も合わせて控除が受けられます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」に関する相談は、「ねんきん加
入者ダイヤル」に問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）

自
然
災
害
や
価
格
低
下
に
備
え
る

農
業
経
営
収
入
保
険
の
保
険
料
補
助

　
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
収
入
保
険
の
保
険

料
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
補
助
は
今
回
限

り
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽�

補
助
金
額 　
保
険
料
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額

▽�

対
象　
福
岡
県
内
の
青
色
申
告
を
行

っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
、

申
込
期
限
ま
で
に
福
岡
県
農
業
共
済

組
合
の
収
入
保
険
に
新
規
ま
た
は
継

続
し
て
加
入
す
る
人

▽�

申
込
期
限　
【
個
人
】
12
月
20
日
月

　
【
法
人
】
決
算
日
の
１
カ
月
前

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
農
業
共
済
組

合
遠
賀
中
間
出
張
所
（
☎
２
９
３
‐

０
１
１
３
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
12
月
13
日
月
・
14
日
火
の
日
没

か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予
備

日
＝
15
日
水
・
16
日
木
、
20
日
月
・
21

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

戸
別
受
信
機
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
に
再
度
配
送
し
ま
す

　

戸
別
受
信
機
は
、
お
お
む
ね
配
布
を

終
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
が
い
ま
す
。

　

災
害
情
報
、
避
難
情
報
な
ど
を
は
じ

め
、
大
切
な
行
政
情
報
の
ほ
か
住
ん
で

い
る
自
治
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
音
声

と
文
字
で
受
信
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
受

け
取
っ
て
設
置
し
、
災
害
対
策
な
ど
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
配
送
は
、日
本
郵
便
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」

で
配
送
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2021.12㉑



選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

1�

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展
示

▽�
と
き　
12
月
13
日
月
～
23
日
木

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

▽�
と
こ
ろ　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

2
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
禁
止
行
為
と

い
う
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
有

権
者
と
政
治
家
の
両
方
に
か
か
わ
る
の

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
の
よ

う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▪�

政
治
家
か
ら
の
寄
付
禁
止
と
有
権
者

の
寄
付
勧
誘
や
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
し
よ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪�

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
自
筆
の
答

礼
を
除
く
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
１
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場 

総
合

案
内
横

　

�

12
月
19
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�
配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

遠
賀
・
中
間
産
農
作
物
の

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
販
売
予
約
受
付

　

あ
ま
お
う
を
中
心
と
し
た
遠
賀
・
中

間
産
の
旬
な
野
菜
と
特
産
品
の
詰
め
合

わ
せ
２
５
０
０
円
相
当
を
１
０
０
０
円

で
予
約
販
売
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
方
法　

12
月
15
日
水
ま
で
に
、

産
業
観
光
課
窓
口
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
住
ん
で

い
る
人
（
１
世
帯
１
セ
ッ
ト
ま
で
）

▽�

募
集
人
数　
４
０
０
人

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

当
選
者
に
は
１
月
上
旬
に
、
引
換
券

を
郵
送
し
ま
す
。

▽�

販
売
日
時　
１
月
29
日
土
・
午
前
9

時
～
正
午

▽�
販
売
方
法　
当
選
し
た
人
に
の
み
販

売
し
ま
す
。
当
日
は
引
換
券
と
１
０

０
０
円
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

販
売
場
所　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
駐

車
場

▽�

問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
４
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
11
日
土
、
26
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

お
知
ら
せ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ㉒



住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
、
10
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
伴

い
、
身
分
証
を
携
行
し
た
遠
賀
郡
消
防

本
部
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

調
査
終
了　
３
月
31
日
木

▽�

対
象　
町
内
約
50
軒

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
】

　

火
災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
、
警
報
音

や
音
声
で
い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を
周

囲
へ
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
、
平
成

21
年
か
ら
全
て
の
住
宅
へ
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
内
蔵
す
る
電
池
（
バ
ッ

テ
リ
ー
）
が
お
お
む
ね
10
年
が
寿
命
で

あ
る
と
と
も
に
、
製
造
か
ら
10
年
を
経

過
し
た
も
の
は
本
体
を
取
り
替
え
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
自
宅
に
設
置
し
て
い

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
製
造
年
月
日

や
、
電
池
の
寿
命
を
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
る
講
座
で
す
。

▽�
と
き　
12
月
19
日
日
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�
対
象　
５
歳
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽�
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
27
日
土
～
12
月
17
日

金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

■�
平
家
に
殉
じ
た
誠
忠
の
武
将
・
山
鹿
城

主 
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
と
壇
ノ
浦
合
戦

　

平
安
時
代
末
期
、
全
盛
を
誇
っ
た
平

家
一
門
も
、
源
氏
に
追
わ
れ
て
都
落
ち
し

ま
す
。こ
れ
を
出
迎
え
た
の
が
山
鹿
城
主・

山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
で
し
た
。
山
鹿
水
軍

は
平
家
水
軍
の
主
力
と
し
て
戦
い
ま
す

が
、
一
の
谷
、
屋
島
と
敗
戦
を
重
ね
、
壇

ノ
浦
で
安
徳
天
皇
、
二
位
尼
、
平
知
盛
ら

と
運
命
を
共
に
し
ま
し
た
。
わ
が
郷
土
の

英
雄
、
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
を
語
り
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
19
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
廣
崎
篤
夫
さ
ん
（
八
幡
郷
土

史
会
会
長　
史
学
博
士
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

■�

明
日
は
あ
し
た
の
風
が
吹
く

　
～
懐
か
し
き
世
界
の
名
画
を
愉
し
む
～

　
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
を
取
り
上
げ
ま

す
。
映
画
の
舞
台
は
南
北
戦
争
時
代
の

ア
メ
リ
カ
。
南
部
の
大
農
園
の
お
嬢
様

で
、
ド
ラ
イ
で
現
実
的
、
骨
太
の
女
主

人
公
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
（
ヴ

ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
）
の
波
乱
万
丈
な

人
生
を
描
い
て
い
ま
す
。
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
の
名
台
詞
、「T

om
orrow

　

is　

another　

day

（
明
日
は
あ
し
た
の

風
が
吹
く
）」
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

１
月
15
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
矢
野
寛
治
さ
ん（
映
画
評
論
家
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
新
春
特
別
呈
茶

　

年
の
初
め
に
茶
室
で
抹
茶
を
一
服
い

か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
１
月
４
日
火
～
６
日
木
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

2�

芦
屋
釜
の
里
で
成
人
の
日
の
記
念
写

真
を
撮
り
ま
せ
ん
か

　

成
人
式
を
迎
え
る
人
は
無
料
で
芦
屋

釜
の
里
に
入
園
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
１
月
９
日
日
・
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
40
分

ま
で
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

大 連 彷 徨 記
縄田進一[著]

アマゾン書店で販売中
（Kindle電子版もあります）

敗戦の日から引揚げるまで、大連で見聞きした
経験をカラーのイラストと共に記した少年の手記

詳細はhttps://peraichi.com/landing_pages/view/0msya

広
告

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。広報あしや　2021.12㉓



掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

　スポーツクラブ「ルネサンス」とのコラボ企画。
子どものカラダづくりを目的とした親子で参加でき
るスポーツイベントを開催します。KOBA☆トレ、
ミズノ流忍者学校、親子スラックライン教室など多
彩なプログラムを用意しています。
各プログラムは、定員制、予約制で
す。詳細はボートレース芦屋ホーム
ページ、または２次元バーコードか
ら確認してください。

ボートレース芦屋情報

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋　（☎２２３‐０５８１）

ＢＯＡＴＲＡＣＥ芦屋ＢＯＡＴＲＡＣＥ芦屋
×

ルネサンス スポーツイベント開催！ルネサンス スポーツイベント開催！

応募フォーム

　芦屋町では、皆さんの利便性向上と災害時の通信
手段の提供を目的に、Wi-Fi 環境を整備しています。
スマートフォンやタブレットなどのWi-Fi 対応機
器を利用して、無料でインターネットに接続するこ
とができます。利用にあたっては、利用規約に同意
のうえ活用してください。

▽ �利用できるところ　中央公民館、総合体育館、
　　　　=芦屋町役場、町民会館

▽ �問い合わせ　広報情報係　（☎２２３‐３５７５）

町役場庁舎や町民会館でも

Wi-Fi（公衆無線 LAN）使えます

NEW

　子どもの誕生月の広報あしや
に、子どもの写真と誕生日のお祝
いメッセージを掲載しませんか。

▽ �対象　町内に住む３歳までの
子ども

▽ �応募期限　誕生月の前々月の15日

▽ �応募方法　町のホームページを見てください。

▽ �問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

Happy Birthday
誕生日のお祝いメッセージを載せませんか

12月４日土
ＫＯＢＡ☆トレ 10：00～ 11：00 15組
ミズノ流忍者学校 11：30～ 12：30 20人
ＫＯＢＡ☆トレ 13：00～ 14：00 15組

12 月 19日日
親子スラックライン 10：00～ 11：00 15組
親子でファイト！ 11：30～ 12：30 15組
親子スラックライン 13：00～ 14：00 15組

ミズノ流忍者学校NEW

ＫＯＢＡ☆トレ体幹バランストレーニング

親子スラックライン

広報あしや　2021.12 ㉔



探
求
心
と
技
術
者
の
魂

矢
野
倖
一
展
へ
向
け
て
⑤

　
矢
野
オ
ー
ト
工
場
設
立

　
ア
ロ
ー
号
は
完
成
し
た
後
、
営
業
用
貸

自
動
車
と
し
て
２
年
程
使
用
さ
れ
た
後
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
返
上
し
ま
し
た
。

大
衆
車
を
国
民
の
手
に
、
と
い
う
製
作
当

初
に
お
け
る
村
上
義
太
郎
と
矢
野
倖
一
の

意
気
込
み
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ロ
ー
号
の

量
産
化
は
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら
は
到

底
実
現
し
え
な
い
も
の
で
し
た
。

　
大
正
７（
１
９
１
８
）年
、矢
野
は
梁や
な
せ瀬

商
会（
現・株
式
会
社
ヤ
ナ
セ
）博
多
支
店

の
自
動
車
修
理
工
場
主
任
と
し
て
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
、

梁
瀬
商
会
は
熊
本
県
庁
か
ら
シ
ボ
レ
ー
の

１
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
ダ
ン

プ
ボ
デ
ィ
ー
に
改
装
す
る

注
文
を
受
け
、
実
際
に
自

動
車
を
作
っ
た
こ
と
の
あ

る
矢
野
に
白
羽
の
矢
を
立

て
ま
し
た
。
技
術
力
に
自

信
を
も
っ
て
い
た
矢
野
は

主
任
職
を
辞
退
し
、
独
立

の
道
を
選
び
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
自
動
車
用
の
ス
ク
リ
ュ
ー

ジ
ャ
ッ
キ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
独
自
に
ダ

ン
プ
装
置
を
考
案
（
の
ち
に
こ
の
装
置
で

特
許
を
所
得
）
し
、
車
両
を
3
カ
月
で
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
九
州
に
多
い
炭
鉱
や
鉱
山
か
ら
ダ
ン

プ
カ
ー
の
注
文
が
多
数
、
舞
い
込
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
大
正
11（
１

９
２
２
）
年
11
月
1
日
、
矢
野
オ
ー
ト
工

場
（
現
・
株
式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
）

を
創
設
し
、
特
殊
自
動
車
の
製
作
に
乗
り

出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
一
方
で
、
矢
野
は
国
産
大
衆
乗
用
車
製

造
の
夢
を
断
念
す
る
こ
と
な
く
、
大
正
13

（
１
９
２
４
）・14
（
１
９
２
５
）
年
に
空
冷

と
水
冷
の
Ｏ
Ｈ
Ｖ
式
の
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
2

台
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
量
産

化
す
る
計
画
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
が
、

小
型
自
動
車
の
度
重
な
る
法
規
変
更
、
矢

野
オ
ー
ト
工
場
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
夢
が
実
現
す
る
こ
と

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

矢
野
は
小
型
自
動
車
製
造
の
夢
を
持

ち
つ
つ
も
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
製
作
事
業
を

拡
張
し
、さ
ら
に
、ダ
ン
プ
カ
ー
の
部
品
製

造
、
修
理
、
そ
し
て
ダ
ン
プ
の
油
圧
、
流

動
装
置
の
改
良
な
ど
自
動
車
業
界
で
注

目
さ
れ
る
考
案
、
発
明
を
次
々
と
生
み
出

し
、
10
数
件
の
新
案
特
許
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
、
矢
野
オ
ー
ト
工

場
は
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
11
月
に
株

式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
製
作
所
に
改

組
。
ダ
ン
プ
カ
ー
か
ら
撤
退
し
、
電
気
工

事
車
や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や
フ
ー
ド
ロ
ー

ダ
ー
な
ど
の
特
装
車
を
新
規
開
発
し
て

い
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
昭
和
33
（
１

９
５
８
）
年
9
月
に
国
産
初
の
機
械
式
冷

凍
車
を
開
発
し
た
こ
と
は
技
術
史
・
流
通

史
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
） △�国産初の機械式冷凍車を開発

▼
長
寿
園
の
芋
ほ
り
遠
足
。
大
き
く

て
重
た
い
お
芋
が
取
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。こ

の
芋
畑
、
も
し
か
し
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
「
お
芋
っ
て
畑
か
ら
顔
を
出

し
て
る
ん
だ
」と
思
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、実
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
暑
い
夏

の
時
期
か
ら
何
度
も
畑
に
手
を
入
れ

て
、
雑
草
を
抜
き
、
ま
だ
ま
だ
力
の

弱
い
子
ど
も
た
ち
が
掘
り
だ
せ
る
く

ら
い
ま
で
準
備
し
て
い
ま
す
。「
体
力

的
に
は
本
当
に
き
つ
い
」と
言
い
な
が

ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
は
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
ら
れ
て
ホ
ッ
と
し

た
よ
う
に
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
お
芋
を
掘
っ
た
み
ん

な
、頑
張
っ
て
掘
っ
た
ね
。
あ
り
が
と

う
っ
て
言
っ
て
か
ら
お
い
し
く
い
た

だ
こ
う
ね
。�

（
那な

ぎ木
）

▼
こ
の
と
こ
ろ
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
落

ち
着
き
よ
う
が
、
夏
の
感
染
拡
大
状

況
と
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
て
、し
っ

ぺ
返
し
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
内

心
び
く
び
く
で
す
。
で
も
、数
々
の
イ

ベ
ン
ト
が
無
事
開
催
さ
れ
、
状
況
が

悪
化
し
な
い
の
は
、
感
染
対
策
を
し

っ
か
り
身
に
付
け
て
い
る
証
と
考
え
、

息
苦
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ
、
今
の
時

間
を
大
切
に
使
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
取
材
で
皆
さ
ん
に
会
い
、マ
ス

ク
の
中
の
笑
顔
を
感
じ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
七

△ダンプカーを生産

△ �V8エンジンを開発
 　大衆車量産を目指す
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